
 

 

 

 

 

 

 

 

 全国安全週間に当たり、 
   佐賀労働局長による安全パトロールを実施します 
  

 佐賀労働局（局長 重河真弓）では、全国安全週間期間中の７月５日に、労働局

長による工場現場の安全パトロールを下記のとおり行います。 

 個々の事業場においても、経営トップは安全についての所信を明らかにするとと

もに、自らが率先して職場の安全パトロールを行うなど、この週間を契機として、

経営トップ主導の下、労働災害の根絶に向けた取組が望まれます。 

 

 《佐賀労働局長工場現場安全パトロール》 

 

 日 時： 令和５年７月５日（水） 13:30～15:00 

               (雨天決行、但し台風等の場合は中止) 

 事業場名： 株式会社ミゾタ 製造本部（資料１参照） 

 場 所： 佐賀県佐賀市高木瀬西６丁目２番６号 

 製造品目： ポンプ、水門等 

 実 施 者： 佐賀労働局長ほか 

 

 当日、取材同行を希望される報道機関の方は、準備の都合がございますので、７月４

日（火）12:00 までに、佐賀労働局健康安全課（電話 0952-32-7176 担当小宮）あて 

ご連絡をお願いします。 

 集合は、事業場敷地内の駐車場（資料２参照）に、13:25 までにお願いします。（事

務所会議室にご案内いたします） 

 

《全国安全週間について》 

  全国安全週間は、 

『高める意識と安全行動 築こうみんなのゼロ災職場』 

 を今年度のスローガンとして、７月１日から７日まで実施されます。（準備期間は、６ 

月１日から６月 30日まで） 

  佐賀労働局においては、「令和５年度安全週間佐賀労働局長メッセージ」を発信して 
います。（資料３参照） 

 

佐賀労働局発表 

令和５年６月 16日 

【照会先】 

佐賀労働局 労働基準部 健康安全課 

  課   長   貞木 竜成 

  安全専門官    小宮 隆寛 

電話   0952（32）7176 （直通） 

Press Release 



【参考】 
 
 

 
（参考１）令和５年５月 26日報道発表（佐賀労働局ＨＰ） 
        「『第 96回 全国安全週間』を７月に実施します」 
 
 
 
 
 
 
（参考２）令和５年５月 15日報道記者発表（佐賀労働局ＨＰ） 
    「令和４年（2022年）県内の労働災害の発生状況」 
                             
 

 
 
 

（参考３）佐賀労働局公表（佐賀労働局ＨＰ） 
「労働災害発生状況（佐賀県）」 

 
 
 
 
 
 
（参考４）株式会社ミゾタＨＰ 

 



URL https://www.mizota.co.jp/
23.01_140No.C10-03

  ■製造本部概要

社 員 数   124名

敷地面積 35,940㎡

建物面積 17,925㎡

  ■川副工場概要

敷地面積 46,219㎡

建物面積建物面積   5,513㎡
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▲ セクターゲート製作風景

▲ ターニングセンター ▲ 五面加工機 ▲ CNC横中ぐり盤

▲ NC正面旋盤

▲ 第1ポンプ試験水槽

▲ 除塵機

▲ 水門 (RG）

       ポンプ口径最大 φ1,800mm

第1  ポンプ口径最大 φ900mm

       ポンプ口径最大 φ500mm

第2  ポンプ口径最大 φ1,350mm

第3  ポンプ口径最大 φ500mm

ポ ン プ 試 験 設 備

最大測定外形 φ1,000mm

最大測定外形 φ2,500mm

2,540   1,500



▲ 本社

▲ 製造本部 第1ポンプ工場
▲ 川副工場全景

▲ 川副第一・第二事務所 ▲ 木型倉庫

▲ 川副事業所
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（株）ミゾタ製造本部

（事務所）

ココ

国道263号線

大和方面

資料２

事務所

（駐車場）

来客者用

駐車スペース

拡大図

案 内 図

佐賀市街地

交差点：佐賀工業団地

メモリード

佐嘉会館

佐賀トヨタ

高木瀬店



令和５年度 全国安全週間 佐賀労働局長メッセージ 

 

 全国安全週間は、昭和３年に初めて実施されて以来、「人命尊重」という基本理念の

下、「産業界での自主的な労働災害防止活動を推進し、広く一般の安全意識の高揚と

安全活動の定着を図ること」を目的に、これまで一度も中断することなく続けられ、

今年で 96回目を迎えます。 

 

 昨年（令和４年）の佐賀県内における労働災害発生状況は、死亡災害は４人と令和

３年の６人に比べ減少となったものの、休業４日以上の死傷災害については新型コロ

ナウイルス感染症の影響もあり、3,056人と令和３年に比べ 1,678人（121.8％）の大

幅な増加となりました。（新型コロナウイルスによるり患を除くと、令和４年の休業

４日以上の死傷災害は 1,231人と令和３年に比べ 13人（-1.0％）の減少） 

 

 このような状況も踏まえ、本年度を初年度とする佐賀労働局第 14次労働災害防止

推進計画においては、従来の業種別の取組に加え、労働者の作業行動に起因する労働

災害防止対策や高年齢労働者、外国人労働者の労働災害防止対策といった業種横断的

な対策に取り組むことで、近年における労働災害の増加傾向に歯止めをかけ、労働災

害を減少に転じさせることとしています。 

以上のことから、すべての働く方が、安心して安全に働ける職場の実現を目指し、

令和５年度全国安全週間は、 

「 高める意識と安全行動 築こうみんなのゼロ災職場 」 

をスローガンとして、７月１日から７月７日まで展開します。 

 

 各事業場におかれましては、全国安全週間及び準備期間（６月１日から６月 30日

まで）を利用し、労働災害防止の重要性について改めて認識を深めていただくととも

に、「事業場における安全衛生管理体制の確立と自主的な安全衛生活動の促進」、「労

働者への安全教育の徹底」、「労使の安全意識の高揚」のほか、「令和５年度全国安全

週間実施要綱」に基づき各種実施事項を取り組んでいただくことにより、より一層の

安全活動の推進をお願い申し上げます。 

                   

 

            

 

 

 （参考：厚生労働省報道発表資料  （参考：佐賀労働局報道発表資料 

    令和５年度「全国安全週間」）    第 14次労働災害防止計画） 

                 

 佐賀労働局長 重 河  真 弓 
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